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富士通の開発フレームワークと独自の高速データベースを駆使し

膨大なシステム開発を
短期間で実現
KDDIでは、合併した旧パワードコム系の業務システムなど、サービスによって使い分けて
いた4つの業務システムを、わずか2年という短期間で新システムのもとに統合した。そこ
ではITパートナーである富士通BSCの提案による開発フレームワークと高速データ処理
エンジンが大いに貢献したという。プロジェクトはどのように進められたのだろうか。

ケーススタディー「KDDIの業務システムのリプレース」
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3つのフェーズを経て
2年間でシステム全体を統合

　2006年1月に旧パワードコムと合
併したKDDIだが、システム面で見る
と、請求系のシステムはすぐに統合さ
れたものの、業務系のシステムはその
ままになっていた。「旧パワードコム、
旧TTNet、そしてKDDIの申込支援・
工事手配システムと契約・料金システ
ムの4つのシステムが存在し、サー
ビスに応じて使い分けていました」と
KDDIの阿部克利氏は、当時の問題点
を指摘する。
　複数のシステムを使い分けることは
効率が悪く、継ぎはぎだらけのシステ
ム自体も、肥大化し複雑化していた。
システム全体を再構築することは、同
社にとって大きな懸案事項だった。そ
こで、2007年10月から本格的な検
討を開始し、翌2008年5月に社内の
承認を取って、システム再構築プロジェ
クトがスタートすることになった。シス
テム全体を見直す大規模なプロジェク
トだ。
　KDDIの築嶋健輔氏は、プロジェ
クトの全体像を次のように説明する。

「リプレースは、大きく3つのフェー
ズに分けて進められました。まず、 
フェーズ1で、新しい法人向けサービ

スインを目指して、2008年6月にプ
ロジェクトはスタートした。開発期間
は全体でわずか2年。当初から厳しい
スケジュールではあった。

遅れに対処する切り札として
富士通製開発フレームワークを採用

　第1フェーズはしがらみのない新シ

スである『KDDI Wide Area Virtual 
Switch』を対象とした新システム

『P
プ レ ス リ ー

RESLEY』を構築します。フェーズ
2で旧パワードコム系と旧TTNetの
サービスを『PRESLEY』に統合し、
フェーズ3でKDDI系の既存の主要な
サービスを統合することになりまし
た」。
　2010年6月のフェーズ3のサービ
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ステムの構築だったが、全体のベース
となるシステムだけに、フェーズ3ま
でを見越して仕様を決定したいと考え
た。しかし、4つのシステム全体を把
握している者がいないために、既存シ
ステムの詳細を調べながら、新システ
ムの仕様を決定していくという2つの
作業が並行して進むことになる。「結
果として何度も仕様や設計を変更する
ことになり、仕様決定のスケジュール
が大幅にずれ込みました」と阿部氏は
当時の状況を語る。
　このプロジェクトの開発を担当した
富士通ビー・エス・シー（以下、富士通
BSC）では、開発手法を根本的に見直
すことにした。そして、富士通の開発
フレームワーク「T

 トップジャックス

opjax S
ソ リ ュ ー シ ョ ン

olution」
の適用を提案した。富士通BSCの
吉賀公冶氏は「Topjax Solution以外
では間に合わない、というのが我々の
結論でした」と振り返る。KDDI側も、
富士通BSCを信頼してこの提案を受
け入れた。
　Topjax Solutionでは、ユーザーが
操作するWeb画面を中心にシステム
を構築していく。開発者は画面制御な
どを意識することなく、業務ロジック
に専念することで、無駄のない開発が
できる。「作る画面の数を減らすこと
は、納期の短縮につながります。フェー
ズ1でも、当初の200以上の画面数
を60くらいまで減らすことができま
した」と吉賀氏。
　築嶋氏は「KDDI側で業務の仕様さ
え明確にすれば、後はレスポンスよ
く開発してもらえました」と、Topjax 
Solutionによって短期間での開発が
可能になったことを指摘する。仕様
決定後のプログラム開発はスムーズ
に進み、フェーズ1は何とか1カ月遅
れで2009年5月にサービスを開始で
きた。

オンメモリー型データベースを活用し
データ移行の工数を大幅に削減

　続くフェーズ2は、フェーズ1で
足りなかったところを追加しながら
サービスを統合する形だったが、既存
のシステムをリプレースするために、
フェーズ1にはなかった“データ移行”
という課題があった。ここで問題が
発生した。「データを移行するための
仕様を固めるのが一番大変でした」と 
阿部氏が語るように、仕様がなかなか
決まらなかったのである。
　移行するデータが膨大であり、しか
も複数のシステムからデータを移すた
め、マスターの仕様を決めるのに、細
かな調整が必要だった。「システムは
それぞれ違った目的で作られているの
で、同じ項目であっても、システムご
とに定義が違ってきます。実データ
で調査すると、こうしたイレギュラー
なデータがたくさん出てきました」 

（築嶋氏）。
　実際には、移行の仕様を決め、実
データを調査し、さらに仕様を調整す

るという作業の繰り返しになるが、こ
れを手作業で対応していては、膨大な
手間と時間がかかる。ここで活躍した
のが、富士通BSCが開発したオンメ
モリー型データベース「O

オ ー パ

h-Pa 1
ワンサード

/3」
である。
　ノンプログラミングでデータを高速
に処理できる「Oh-Pa 1/3」によって、
仕様を調整しながらデータを抽出し、
繰り返し解析作業を行い、データ分析
を効率的に実施できた。「通常、シス
テム再構築にかかるデータ移行の工数
は全体の3割から4割を占めますが、
今回はその半分で済みました」と吉賀
氏は成果を強調する。
　最後のフェーズ3はそれまでの学習
効果もあり、大きな問題もなく順調に
進んだという。
　「まだマスターのメンテナンス方法
など改善し続けている部分もあります
が、ひとつの枠組みはできました。今
後別のサービスを取り込むことがあっ
ても対応できると思います」と、築嶋
氏は今回のプロジェクトで得たノウハ
ウを高く評価している。
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■PRESLEYの位置づけ
3段階で（1）〜（4）までの旧システムを統合した
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